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          開会及び開議 

（令和３年１１月１２日（金）午後１時００分開会） 

 

○ 議 長（櫻井正廣君） ただいままでの出席議員は１１名であります。よ

って定足数に達しておりますので、告示第１８号をもって招集されました

令和３年館林地区消防組合議会第２回定例会は成立いたしました。ただち

に会議を開きます。まず、諸般の報告をいたします。事務局より報告いた

させます。 

 

○ 事務局（堀口尚志君） ご報告申し上げます。議員の異動がございました。

明和町議会から選出されておりました議員が任期満了となりました。新た

に明和町議会から関根愼市議員、田口晴美議員が当組合議員となられまし

た。以上で報告を終わります。 

 

第１ 議席の指定 

○ 議 長（櫻井正廣君） 次に、日程第１．議席の指定を行います。去る８

月１０日明和町において、当消防組合議会議員の選挙が行われましたので、

館林地区消防組合議会会議規則第１条において準用する館林市議会会議規

則第３条第２項の規定により、６番関根愼市君、７番田口晴美君以上のと

おり、議席を指定いたします。 

 

第２ 会期の決定 

○ 議 長（櫻井正廣君） 次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。

本定例会の会期を、本日１日と決定したいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（櫻井正廣君） ご異議がないようですから、さよう決定いたしま

した。 

 

第３ 会議録署名議員の指名 
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○ 議 長（櫻井正廣君） 次に、日程第３．会議録署名議員の指名をいたし

ます。会議録署名議員に３番遠藤重吉君、４番黒野一郎君を指名いたしま

す。 

 

 

第４ 議案第１４号 令和２年度館林地区消防組合歳入歳

出決算の認定について 

○ 議 長（櫻井正廣君） 次に、日程第４．議案第１４号「令和２年度館林

地区消防組合歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。提案理

由の説明を願います。管理者多田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） それでは、議案第１４号令和２年度館林地区消防

組合歳入歳出決算の認定について申し上げます。初めに、歳入歳出の概要

ですが、最終予算額２３億７，３１１万９，０００円に対し、歳入決算額

は２３億９，３１５万３，７４４円で、予算に対する収入率は１００．８

４％でございます。また、歳出決算額は２２億２，６５３万６，８６２円

で、その執行率は９３．８２％、歳入歳出差引残額は１億６，６６１万６，

８８２円でございます。このうち、翌年度へ繰り越すべき財源５５１万２，

０００円を差し引いた実質収支額は、１億６，１１０万４，８８２円で、

このうち６，０００万円を財政調整基金に積み立てし、翌年度へ繰り越す

べき財源を含む１億６６１万６，８８２円を、翌年度へ繰り越すこととい

たしました。次に、令和２年度に実施しました、主な施策につきましては、

別途提出いたしました「主要な施策の成果に関する説明書」に記載してご

ざいます。この概要について申し上げます。常備消防費におきましては、

消防施設等整備計画に基づき、水槽付消防ポンプ自動車を西分署へ配備、

高規格救急自動車を千代田消防署へ配備いたしました。また、水害対策と

いたしまして、水難用ボート、牽引車を千代田消防署へ配備いたしました。

そして、各種災害における情報収集のため無人航空機ドローンを消防本部

に配備いたしました。非常備消防費では、消防施設等整備計画に基づき、

館林消防団において、第９分団第２班の消防ポンプ自動車を更新させてい

ただきました。その他の施策といたしまして、消防職員・消防団員の資質

や災害活動における安全性の向上のために、積極的に教育訓練に取り組み、

あわせて、消防装備や施設の充実等に努め、依然として厳しい財政状況の
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中、所期の目的を達成することができました。以上、決算の概要について

申し上げました。組合議会をはじめ、各市町及び住民の方々の、深いご理

解とご協力によりまして、消防行政の着実な進展を図ることができたもの

と、考えております。よろしくご審議の上、原案のとおり認定くださいま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 説明が終わりました。続いて、監査委員より決算

審査の報告を願います。監査委員冨永裕文君。 

○ 監査委員（冨永裕文君） 審査の経過及び結果について、ご報告申し上げ

ます。当組合の令和２年度、決算書及び会計書類の審査を令和３年７月２

９日、当組合事務所において、原監査委員とともに、実施をいたしました。

その結果は、別紙「令和２年度館林地区消防組合一般会計決算審査意見書」

のとおりでございますので、ご一覧をお願い申し上げます。よって、本会

計及び決算等は、適正に表示されていることを認める報告をいたします。

令和３年１１月１２日監査委員代表冨永裕文、よろしくお願いいたします。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 質疑を行います。４番黒野一郎君。 

○ 議 員（黒野一郎君） ４番黒野です。先ほどの決算審査の意見書には賛

同いたしますけども、一つお願いというか説明をお願いします。決算の中

で大きな金額、小さな金額がございますけど、各署の中で消防車の中の消

防用ホースの金額が違いますけども、各署で購入しておりますけども、そ

の中でこれから火事もいろいろと季節的に起こる可能がありますけども、

昼夜問わず特に夜の場合は暗くて大変なこともございますけども、その中

で夜行性のホース、金額は普通のホースよりも１５から２０くらい高いと

思いますけども、そのへんの中でどのくらい普及、どのくらい購入の中で

入っているのか、普通のホースよりも何％くらい購入率が現状入っている

のかわかれば、わからなければ後日ご連絡をお願いします。というのはや

はり火事現場へ行って大変な思いをしながらの消防団員、消防署員、怪我

も起こりうる可能性がございます。暗いところでは。そのへんも含めまし

てご報告をお願いします。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 警防課長三田直紀君。 

○ 警防課長（三田直紀君） 先ほどの消防ホースについてご説明させていた

だきます。黒野副議長が申しました夜間光る蓄光ホースは今のところ配備

しておりません。 

○ 議 長（櫻井正廣君） ４番黒野一郎君。 

○ 議 員（黒野一郎君） ４番黒野です。以前伺ったことがありますけども、
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何年か前、徐々に夜行性のホースも購入しながら、安全安心を考えながら

購入していくという話も、監査の中で出てきたわけなんですけども、その

へんしていないという話なんですけども、まさにそのとおりなんですか。

そうすると過去の話からずいぶん飛躍してくるかなと思うんですけども、

そういうことも含めて消防関係の方々は前向きに考えていただくと、その

へんのお願いをしているんです。以上です。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 消防長福地保幸君。 

○ 消防長（福地保幸君） ただいま黒野議員さんからご要望等、ご意見等が

あったと思いますが、以前はそういったところで新型のホースを導入する

ということを目指していたところなんですけど、職員の中でホースの仕様

について色々と検討させていただいたところ、夜行性より強度の強い破け

ないホースを先に導入してほしいと要望がございまして、そちらのほうに

切り替えさせていただいたことで夜行性のホースの導入が進んでいない状

況で、そのへんは職員のほうも十分理解しておりまして、今後は検討して

いきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（櫻井正廣君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

４号を認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（櫻井正廣君） 挙手全員よって、議案第１４号は認定することに

決定いたしました。 

 

第５ 議案第１５号 令和３年度館林地区消防組合一般会

計補正予算（第２号） 

○ 議 長（櫻井正廣君） 次に、日程第５．議案第１５号「令和３年度館林

地区消防組合一般会計補正予算（第２号）」を議題といたします。提案理由

の説明を願います。管理者多田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） それでは議案第１５号令和３年度館林地区消防組

合一般会計補正予算（第２号）について申し上げます。本案は、歳入歳出

予算におきまして、６７９万４，０００円の減額補正でございます。まず、

歳出について申し上げます。消防施設費では、高規格救急自動車の購入費
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決定により、減額するものでございます。館林消防施設費では、第５分団

詰所新築工事設計業務委託料の確定、第７分団第１班・第７分団第２班詰

所解体工事費の確定、第２分団の消防ポンプ自動車購入費確定により減額

するものでございます。各消防団におきまして、国庫補助事業といたしま

して、消防団新型コロナウイルス感染症対策事業、ニトリルグローブ・消

毒液の購入金額が確定したことによる減額、館林・千代田・邑楽消防団に

おきましては消防団救助能力向上資機材、防塵メガネ、耐切創手袋の購入

金額が確定したことにより、減額するものでございます。次に、歳入につ

いて申し上げますと、非常備消防費に前年度の余剰金を繰越金に充当する

ことによる、各市町負担金の減額、及び前年度借入金の利率決定による償

還利息分の館林非常備消防費負担金を減額するものでございます。地方債

の補正につきましては、消防施設整備事業の限度額の補正でございます。

よろしくご審議の上、原案のとおり議決くださいますようお願い申し上げ

まして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（櫻井正廣君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（櫻井正廣君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

５号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（櫻井正廣君） 挙手全員よって、議案第１５号は原案どおり可決

いたしました。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 以上で、本日の議事日程の全部を終了いたしまし

た。この際、管理者からあいさつをしたい旨、申し出がありますので、こ

れを許します。管理者多田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） 本日は、館林地区消防組合議会第２回定例会を招

集いたしましたところ、議員の皆様におかれましては、お忙しいところ、

ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。本日の議案につき

ましては、決算、補正予算等を慎重審議していただき、全議案とも認定、

議決をいただきまして、誠にありがとうございます。近年、台風や大雨、

地震による被害が全国各地で発生しており、加えて新型コロナウイルス感

染症拡大により、住民の安全・安心に対する関心が高まる中、多様化する

消防需要に的確に対応していかなければなりません。引き続き職員一丸と
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なって、各種災害に対し、より適切かつ効果的な消防活動が行えるよう、

消防力の強化に引き続き取り組み、住民の皆様に、より一層信頼される組

織にして参りたいと考えております。これから、冬にかけて新型コロナウ

イルス感染に加えて、インフルエンザ等の感染症も増える季節でもござい

ます。議員の皆様におかれましては、感染症対策を継続していただき、健

康に留意され、引き続き消防組合へのご指導、ご協力をお願い申しあげま

して、お礼の挨拶といたします。本日は誠にありがとうございました。 

○ 議 長（櫻井正廣君） 以上をもちまして、令和３年館林地区消防組合議

会第２回定例会を閉会いたします。大変ご苦労様でした。 

 

                          （午後１時１７分） 

 

令和４年３月２３日 

 

館林地区消防組合議長    櫻 井 正 廣 

 

会 議 録 署 名 議 員        遠 藤 重 吉 

 

会 議 録 署 名 議 員        黒 野 一 郎 


